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C9（S）

設置完了後の確認
●通電をする前にオーブン庫内、トッププレートの上に梱包材がないことを確認してください。
●設置終了後、次の手順で確認してください。
●試運転中、試運転後しばらくは、本体が熱くなりますのでやけどに注意してください。

オーブン庫内の梱包材を外したことを確認してください。

トッププレート上に梱包材がないことを確認してください。
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アースが接続されていますか。

漏電しゃ断器が設置されていますか。

電源プラグを接続しましたか。

電
気
工
事

上ルーバー、排気口ポケット（左・右）、排気カバー、化粧パネル（上・下）、オーブンドア、皿受けを取り付けて
ください。平皿、波皿、フタは試運転後に取り付けてください。
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①　  クッキングヒーター用の電源電圧が「単相200V」であることを確認してください。
  （電圧異常の場合は　　　　またはC6を表示します）
●レンジフードファンと組み合わせて設置の場合は、レンジフードファン単体で正常に作動することを確
認し、停止させてください。また、送信部をさえぎらないようにしてください。

②電源スイッチをブザーが鳴るまで押してください。

試運転前に平皿、波皿、フタを取り外してください。

③各IHヒーターまたはオーブンを「入」にして、運転を確認してください。

④試運転後、平皿、波皿、フタを取り付けてください。

　（1）左・右・中央IHヒーター

●電源ランプが点灯します。
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●確認終了後は必ず電源スイッチを押して電源を切ってください。
電源を「切」にした場合でも継続して冷却ファンが回ることがありますが、異常ではありません。本体内部を冷ますため
に、ボタン操作後冷却ファンが最大約30分間作動します。(自動的に冷却ファンは止まります)
●試運転はIHで使える鍋を使用してください。(鍋底に磁石がつくもので、底の平らな部分が直径12～26cmのもの。底の反りが3mm未満のもの)

鍋にコップ1杯程度（約200mL）の水を入れ、IH
ヒーターの中央に置き、左・右IHヒーターは「中
火」ボタンを、中央IHヒーターは「設定」ボタン
を押した後、「切/スタート」ボタンを押してください。
※鍋を置かないと加熱しません。空だきはしないでください。

●上面操作パネルの左・右・中央IHヒーター
の通電ランプと上面表示部の液晶表示（オ
レンジ）が点灯し、火力「7」と表示します。
しばらくすると、お湯が沸とうします。
〔レンジフードファンが自動的に運転します。※1〕

●前面操作パネルのオーブンの通電ランプが
点灯し、しばらくすると庫内が熱くなります。
〔レンジフードファンが自動的に運転します。※1〕

●火力表示・通電ランプが消灯します。（加熱
時間によっては高温注意表示をします）
〔レンジフードファンが約3分後自動停止します。〕

　（2）オーブン

各IHヒーターの「切/スタート」ボタン押します。
またオーブンの「切/スタート」ボタンを押して停
止してください。

　（3）全てのIHヒーターとオーブンを停止してください。

〔　〕内は、レンジフードファンとレンジフードファン連動　  クッキングヒーターを組み合わせた場合です。
※１　レンジフードファンが停止中に、各ヒーターを加熱開始した場合です。レンジフードファンが自動的に運転しない場合は、

レンジフードファンの初期設定が必要な場合があります。（赤外線信号出力仕様：NECフォーマット、周波数38kHz）
◎各ヒーターを停止後、約10分経過するとオートパワーオフが働き、自動的に電源ランプが消灯し、電源が切れます。

設置説明書に記載されていない方法や、指定の部品を使用しない方法で設置されたことにより事故や損害が生じたとき
には、当社では責任を負えません。

上ルーバーが正しく確実に固定されているか確認してください。

オーブンドアを確実に閉め、前面操作パネルの　  ボタ
ンを押して、「選択」ボタン　  を押し、「魚焼き」「丸焼
き」を選び、オーブンの　  ボタンを押してください。
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